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１．はじめに  

 東名阪自動車道（名二環）上社南 IC～名古屋南 JCT 区間では，コンクリー

ト構造物の耐久性を向上し，将来的な維持管理を容易にするいわゆる「百年道

路」1)作りの理念をもとに，はく落対策として浸透性吸水防止材を適用してい

る．今回，有松 IC～名古屋南 JCT 区間の大高地区で浸透性吸水防止材を用い

たはく落対策工事を実施した．本工事では，実施工前に従来の浸透性吸水防

止材を改良し，標準塗布量および吹付工事のロス率の低減について検討した．

本報告では，浸透性吸水防止材の改良および試験施工について述べる． 

２．工事の概要  

 本工事の概要を図-1 に示す．本工事は東名阪自動車道（名二環）の供用に

伴い，有松 IC～名古屋南 JCT の新規供用区間における既設コンクリート構造

物のはく落対策工事として，シラン・シロキサン系の浸透性吸水防止材を塗布

した．施工面積は約 9.4万 m2であり，エアレス吹付けおよびローラーにより施

工した．浸透性吸水防止材の品質規格を表-1 に示す．本工事において，はく

落防止としての浸透性吸水防止材に求められる性能は，塩化物イオン浸透に対

する抵抗性および吸水率である． 

３．浸透性吸水防止材の改良  

 本工事では従来の浸透性吸水防止材を改良し，標準塗布量および

吹付工事のロス率の低減を図った．主な改良点を以下に示す． 

 （１）標準塗布量の低減：塗布量を低減しても，表-1 に示す品質

規格を満足するように，主成分であるシランとシロキサンの種類と

配合を変更した．含浸性を確保するためにシランの種類を検討し，

初期の吸水防止効果を向上させるためにシロキサンの比率を高め

た．その結果，標準塗布量を従来の 0.35kg/m2

から 0.20kg/m2に低減することができた． 

（２）吹付工事のロス率の低減：低圧で吹付け

られるようにエアレス吹付時に圧力がかかると

粘性が低下し,かつ 1回の吹付で規定の塗布量を

塗布してもダレないように 静置状態での粘性

が高くなるよう，増粘成分を変更した．その結

果，従来よりも低圧（5MPa→3MPa）で吹き付け

ることができ，飛散を抑えロス率を低減するこ

とができた． 

 改良前後の浸透性吸水防止材の性能比較を表

-２に示す．改良後においても，表-1 の品質規格

図-1 工事概要 

当該工事範囲 

キーワード シラン・シロキサン，浸透性吸水防止材，はく落防止 
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表-1 浸透性吸水防止材の品質規格 

表-2 浸透性吸水防止材の性能比較（改良前後） 
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改良後材料 

(塗布量 0.20kg/m2) 

4.2mm 

無塗布側 

含浸材塗布側 

改良前材料 

(塗布量 0.35kg/m2) 

 

6.1mm 

↓ 

↑ ↑ 

↓ 

含浸材塗布側 

無塗布側 

を満足し，かつ，その他の性能についても改良前と同等となった． 含浸深さを写真-1 に示す．改良後においても

4mm以上の含浸深さとなり，含浸性が十分であることが確認された． 

４．試験施工 

 吹付方法を検討し，吹付工事のロス率を設定するために掘割

部を4工区に区分し，各工区の側壁／スラブ下面／ストラット

部の 3カ所で，改良後の浸透性吸水防止材を用いて試験施工を

実施した．試験施工位置を図-2に示す． 

試験施工の範囲は，各部位において縦 1.0m×横 5.0mとし，

ロス分を含んだ浸透性吸水防止材を吹き付けた．試験施工範囲

内にモルタル製供試体（10cm×10cm，t＝10mm）を 9 個取り付

け，吹付前後の供試体質量を

測定して実際の塗布量を算出

した．なお，供試体質量の測

定は 9 個の中から任意の 3 個

を採取しておこなった．試験

施工の実施状況を写真-2に，

試験結果の一例を表-3に示す．  

試験施工から得られたロス

率の結果を，他工事（平成 21

年施工）で採用した改良前（標

準塗布量 0.35kg/m2）のロス率

と比較して表-4 に示す．各工

区のいずれの部位においても

改良後のロス率は10% と改良前

に比較して小さく，吹付工事に

おけるロス率の改善が確認さ

れた． 

試験施工を実施して設定し

た吹付管理基準を表-5 に示す．

本工事では，表-5に示す吹付管

理基準に基づき改良後の浸透

性吸水防止材を施工した．実施工における塗布作業状況を写真-3

に示す． 

なお，橋梁部の上部工及び下部工のはく落対策工事はローラー塗布

で施工したが，ローラー塗布のロス率は 5％とした． 

５．まとめ 

 浸透性吸水防止材を改良し，標準塗布量および吹付工事でのロス

率の低減を図ることができた．今後は，はく落防止材の性能評価方

法の確立や，コンクリート構造物を延命化する上で LCC の視点を踏

まえた効率的なはく落防止対策方法の確立が重要と考える． 
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表-3 試験施工の結果の一例 

写真-2 試験施工状況（ｽﾄﾗｯﾄ側面） 

←ストラット部 

←スラブ下面 

側壁→ 

表-4 吹付工事のロス率（改良前後） 

写真-3 浸透性吸水防止材の塗布状況 

表-5 吹付管理基準 

：はく落対策範囲 

図-2 試験施工の位置 

：試験施工範囲(1m×5m) 

写真-1 含浸深さ 
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